
【申込方法】

下記の参加申込書に必要事項を記入し、FAXにてお送り

ください。折り返し受講料振込用紙及び受講のご案内を

お送りいたしますので、記載の期日までにお振り込みください。

【申込先】

（公財）堺市産業振興センター 小松・神原

〒591-8025 大阪府堺市北区長曽根町183-5

電話 ０７２-２５５-６７００／ﾌｧｯｸｽ ０７２-２５５-１１８５

URL http://www.sakai-ipc.jp

コミュニケーション力に磨きをかける
プレゼンテーションスキルを習得するセミナー

受講者募集のご案内

本講座は、聞き手を納得させるプレゼンテーションに必要な「スキル」を構造的に理解し、ワーク等の実

践により業務で使えるプレゼンテーションスキルを身に付け、最終的には、社内・外で円滑なコミュニケー

ションを取れる絶対の自信を身に付けていただくことを目的としています。

特に、自分自身が伝えたいことを論理的に整理する手法を学び、実際に講座内でプレゼンテーションを

繰り返し実践する中で弱点を克服し、自分らしさを活かした「伝わる」プレゼンテーションスキルを習得す

ることを軸として講座展開をしていきます。是非ご参加ください。

～～～～ 開催要項 ～～～～

（公財）堺市産業振興センター 行 ＦＡＸ ０７２-２５５-１１８５

『コミュニケーション力に磨きをかけるプレゼンテーションスキルを習得する』 参加申込書

※お申込みに際し、ご提供いただきました個人情報は、当セミナーへのお申込みの確認及び当センターが行うセミナー等事業のご案内に利用させていた
だく場合があります。

会社名 :  創業5年未満の場合右横欄に○を記入下さい

申込担当 氏名 部署・役職名 住所（連絡先） TEL FAX

参加者 氏名 部署・役職名 住所（連絡先） TEL FAX

【日 程】 平成２８年３月１日（火）、３月１５日（火）

【対 象】 堺市内に本社又は主たる事業所を置くものづくり

中小企業の経営者・経営幹部・管理職の方

【時 間】 両日共 １３：００～１７：００

【場 所】 堺市産業振興センター 5階 コンベンションホール他

〒591-8025 堺市北区長曽根町183-5

【講 師】 ㈱コスモ経営 チーフコンサルタント 三宅 秀和氏

【定 員】 １０名 （申込先着順）

【受講料】 ５,５００円/名

【主 催】 公益財団法人堺市産業振興センター

～講師の紹介～
㈱コスモ経営
チーフコンサルタント 三宅 秀和氏

1975年 大阪府生まれ
立命館大学大学院理工学研究科修了後
大手建築設計事務所にて７年間、調査・
企画業務に携わる。
2009年に中小企業診断士資格を取得、2010年より現職となる。
【指導理念】
厳しい経営環境の中で、苦しい思いをされている経営者や現場ス
タッフの方の思いを察したコンサルティングを実践することをモット
ーとする。解決策を押し付けるのではなく、現場の方々ともに問題
解決を進めるスタイルでのコンサルティングを得意とする。



コミュニケーション力に磨きをかける
プレゼンテーションスキルを習得するセミナー 概要

研修の対象と狙い

・中小企業のコアメンバー・管理職層の方が「相手に自分の意図や思いを伝える場面」で、
どのような考え方/スキルが求められるのかについて、演習を交えながらお伝えする

・テーマごとに個人ワーク/グループワークを組み込み、研修時間中に現場で使えるコンテンツ/スキルを
習得できる構成とし、実践力の養成を図る。

・実際に受講者がプレゼンテーションを行う演習を行い、相互評価や講評を加え、客観的に自身の
良い点/改善すべき点などを把握できる機会を設ける。

研修内容

【1日目 3月1日 火曜日】
１．「相手に伝えること」の基本について考えよう

●【ワーク】プレゼンテーションにトライしてみよう

●プレゼンテーション/コミュニケーションの真の目的とは

●視点を変えて「伝える方法」を考えてみよう

２．「相手に伝わる」とはどういうことか？

●「三つの視点」で、伝わりやすさを考える

共通の土俵をつくる / 聞き手分析 / ストーリー構築

３．聞き手と共通の土俵をつくる

●聞き手が「分かりやすい」と感じる条件とは

●「共通の土俵」とは何か

●「共通の土俵」を見つけるには

●【ワーク】実際に考えてみよう

４．伝わるかどうかのカギを握るのは「聞き手分析」

●コミュニケーションの「主役」は誰か？

●「相手の聞きたいこと」に迫るアプローチ

●「伝わる言葉」を選ぼう

【2日目 3月15日 火曜日】
５．分かりやすいストーリーを組み立てよう

●ストーリーを組み立てるのに役立つ最強のツール

●聞き手を主体にした組み立て方

６．話し方や表現方法を洗練させよう

●話し方/立ち振る舞いの留意点とは

●資料作成上の留意点とは

７．プレゼンテーションの全体像を整理しよう

●プレゼンテーションをまとめる手順とは

●【ワーク】実際に考えてみよう

８．実際にチャレンジしてみよう ～プレゼンテーションの実践～

●プレゼンテーションの実践と相互評価


